
 

 

 

 

第 1483 回例会報告          平成２８年１１月２４日（木）晴れ 

■出席報告 

会 員 数      38 名 
出席対象        37 名 
出席者数     29 名 
出 席 率    80.6％ 
前回修正    88.9％ 

■ニコニコ BOX 

６名    10,000 円 

累  計  208,300 円 
目標額   60 万円 
達成率    34.7％ 

■今週のことば 
結婚祝いをいただきました。ありがとうございました 

大澤邦彦 
蒲地さんおめでとうございます。 

溝口幸二 
（蒲地会員のニュースは別欄をご覧ください。） 
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会長挨拶 

会長 河西達雄 

He Profits Most Who Serves Best 

先日、平山会員の２回の職業奉仕の講義をお

聞きして、 
He Profits Most Who Serves Best 
「最もよく奉仕するもの、最も多く報いられる。」 
を少し改めて考えてみようと思いました。 
自動翻訳をしてみると 
彼は、最もよく役立ち 最も利益を得る。（エキサ

イト翻訳） 
彼は最も奉仕する人にとって最も利益を得る（グ

ーグル翻訳） 
ほとんどの最高を提供しています人の利益、彼 
（ビング翻訳） 

彼は、最もサーブするほとんどの利益になりま
す（ヤフー検索） 
どこにも「報われる」という言葉は現れず「利益」

を得ると翻訳されます。 
２５年前入会したてのころは、職業を通じて一生

懸命奉仕すればもっとも報われる。この時のサー
ブの対象は自分の職業であり、これがロータリア
ンの基本姿勢だ。特に奉仕活動をしなくても、そ
れで良い。職業を通じて奉仕することが大事と言
われました。 
現在では、ある訳によれば 

奉仕活動をすればする程、地域の人々から自
分の職業に対して尊敬と信頼、信用をより多く得
て、自分の職業がさらに繁栄する。 

順序が逆ではないかになっているものも多くあ
ります。なにかこじつけのような気もします。 
平山会員の講義でも国際ロータリーは、職業奉

仕から社会奉仕に大きく舵を切ったかもしれない
と話していましたが、確かにそうかもしれません。 
私たちは社会的奉仕をしているときにより喜び

を感じることは事実ではないでしょうか。社会奉仕
なくしてロータリーの拡大はありえない。とＲＩは考
えたに違いありません。 
社会奉仕と職業奉仕この古くて新しい問題、な

ぜロータリークラブに入ってもらうのか、なぜロー
タリアンであり続けるのか、たまに考えてみるのも
悪くはありません。 

◇幹事報告◇ 

【報告事項】 

１．２２日 諏訪グループ会長幹事会が開催されま

した 
主な議題は、本日例会で取り上げます諏訪湖ロ

ータリークラブ主管の「IM」の開催についてでした 
席上もう一つの議題として「会員増強」が取り上

げられました。諏訪湖ロータリークラブ以外は着々
と進んでいる様子です。来月から、会員増強特別
委員会の活動を開始しますのでよろしくお願いし
ます。 

【連絡事項】 

１.諏訪湖塾盛大に行われました。ご苦労様でした 
2.日限地蔵尊奉賛学生書道展の表彰式に招待さ

れました。立派な内容で驚かされました。 
３.宮坂英貴会員が諏訪大社ロータリークラブで留
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学生受入に関する卓話を行いました。ご苦労様で
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今月は多くの方が結婚祝いでした。左から望月勉会員、御子柴文夫会員、

小松孝弘会員、岩村亀夫会員、小林聖仁会員、山崎勝彦会員、大澤邦彦会

員のみなさんでした。 

うれしいお知らせ 

蒲地整志会員の事業所「蒲地利枝税理士事務

所」は、平成28年11月1日より、ご子息の公認会

計士蒲地正英氏を新たなスタッフにむかえ「税理

士法人カマチ」として営業することになりました。

蒲地会員の役職は「代表社員」となります。おめで

とうございます。 

第1483回例会 

IM について 

担当 IM実行特別委員会 

委員長 三村昌暉 

2017年 2月26日に諏訪湖ロータリークラブ主

催で開催される、IM（インターシティミーティング）

の詳細が発表されました。 

タイムスケジュール、予算、チラシを含め完全な

内容が発表されました。来年になると詳しい打ち

合わせがありますが安心して迎えることができそう

です。良い IMになるよう皆さんで協力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明をする大澤ガバナー補佐と三村実行委員長 

アダプトプラン諏訪湖湖岸清掃と 

諏訪湖塾の開催 

社会奉仕委員会 

例年続けている<アダプト・プラン：諏訪湖湖岸
清掃>と、様々な視点から諏訪湖を見つめなおし、
諏訪湖が現在どうなっているか、これからどう変わ
っていくのか、諏訪湖浄化、環境問題を子供たち
とともに勉強する<諏訪湖塾>が、１１月２０日（日）
am７：５０～am１０：３０、清掃場所：諏訪湖ロータリ
ーアダプト指定区間、諏訪湖塾：諏訪湖博物館で
開催されました。 

 参加者は、高島小学校関係３０名、ガールス
カウト関係１５名、RC１８名でした。諏訪湖塾は“諏
訪湖の魚・今昔”をテーマに、講師は森山広会員
で、現在の諏訪湖の外来魚や、今年発生したワカ
サギの大量死等の話題を含め話され、子供たち
だけでなく大人にも楽しく好評の講演でした。博
物館の対応も協力的で感謝しています。 
尚、今後、水生植物や諏訪湖の起源、成り立ち

等々様々な視点から勉強を進めてまいります。そ
のためには諏訪湖博物館の方向性とも重なり、諏
訪湖塾は博物館と協力して実施していけばよいと
考えております。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
菱がなくなりいきなりゴミが増えてびっくりしました 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

好評だった森山会委員のお話し 


